


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　     完全予約制   日本語ご予約

　　　　　　　　　　　　    tel. (01)716 0947
マイバス・センター Net Travel Service Austria
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   ウィーンの森／ザルツブルク
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-71609    市内半日／ヴァッハウ渓谷

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ヴァッハウ渓谷
new!  ヨーロッパ絵画の世界／ウィーン旧市街を歩く

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 

GEKKAN-WIEN　September 2012　Nr. 279　平成元年創刊3
　

原
子
力
の
話
題
で
は
、
七
月
二
三
日

に
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
（
政

府
事
故
調
、
畑
村
委
員
長
）
が
野
田

総
理
に
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と

が
最
近
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。

報
告
書
は
本
文
四
四
八
ペ
ー
ジ
、
関
係

者
七
七
二
人
に
対
し
一
四
七
九
時
間
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
報
告
書

の
中
で
は
、
主
要
な
問
題
点
と
し
て
、

事
故
発
生
後
の
東
京
電
力
等
の
対
処

及
び
損
傷
状
況
、政
府
等
の
事
故
対
処
、

被
害
の
拡
大
防
止
策
な
ど
七
項
目
に
つ

い
て
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
重
要
な

論
点
と
し
て
、
複
合
災
害
と
い
う
視
点

の
欠
如
、
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
認
識
の

転
換
、「
被
害
者
の
視
点
か
ら
の
欠
陥

分
析
」
の
重
要
性
、「
想
定
外
」
問
題

と
行
政
・
東
京
電
力
の
危
機
感
の
希
薄

さ
な
ど
九
項
目
に
つ
い
て
総
括
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
安
全
対
策
・
防
災
対
策

の
基
本
的
視
点
、
原
子
力
発
電
の
安
全

対
策
、
原
子
力
災
害
に
対
応
す
る
態

勢
、
継
続
的
な
原
因
解
明
・
被
害
調
査

に
関
す
る
も
の
な
ど
七
項
目
の
提
言
を

行
い
、
委
員
長
所
感
で
は
「
あ
り
得
る

こ
と
は
起
こ
る
。
あ
り
得
な
い
と
思
う

こ
と
も
起
こ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
で
、
民
間

事
故
調
（
北
澤
委

員
長
、
本
年
二
月

六
日)

、
東
電
事
故

調
（
同
六
月
二
〇

日
）、
国
会
事
故
調

（
黒
川
委
員
長
、
同

七
月
二
日
）
を
含

む
主
要
四
事
故
調

か
ら
の
報
告
書
が

揃
っ
た
こ
と
に
な

る
。
基
本
的
な
事

実
関
係
や
地
震
、
津
波
、
シ
ビ
ア
ア
ク

シ
デ
ン
ト
、
防
災
対
応
等
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
全
て
の
報
告
書
に

共
通
す
る
点
も
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

特
色
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
民
間
事

故
調
で
は
、
歴
史
的
・
構
造
的
要
因
の

分
析
に
力
を
入
れ
、
教
訓
と
し
て
復
元

力（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）を
提
唱
し
て
い
る
。

東
電
事
故
調
で
は
、
自
社
の
膨
大
な

デ
ー
タ
、
体
験
等
を
駆
使
し
て
分
析
を

行
い
、
得
ら
れ
た
教
訓
を
今
後
の
対
策

に
結
び
つ
け
て
い
る
。
国
会
事
故
調
で

は
、
津
波
来
襲
前
の
機
器
の
損
傷
可
能

性
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、
政

府
、
規
制
当
局
、
東
電
の
対
応
を
手
厳

し
く
批
判
し
て
い
る
。
今
回
の
政
府
事

故
調
で
は
、
上
記
以
外
に
も
、
事
故
の

経
過
に
つ
い
て
、
計
測
器
の
原
理
か
ら

始
ま
り
、
詳
細
な
分
析
を
試
み
て
い
る

が
、
損
傷
状
況
の
詳
細
等
未
解
明
の
点

も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

共
通
点
で
は
、
両
市
の
酒
を
紹
介
し
た

い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ワ
イ
ン
の
歴
史
は

古
く
、紀
元
前
七
〇
〇
年
頃
に
始
ま
り
、

ロ
ー
マ
時
代
に
は
ウ
ィ
ー
ン
南
東
の
ノ

イ
ジ
ー
ド
ル
湖
周
辺
で
ワ
イ
ン
造
り
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
自
家
製
ワ
イ

ン
と
簡
単
な
食
事
を
提
供
す

る
居
酒
屋
で
あ
る
ホ
イ
リ
ゲ

は
、
十
七
世
紀
後
半
、
ト
ル

コ
と
の
戦
争
で
ウ
ィ
ー
ン
市

内
で
は
ワ
イ
ン
を
入
手
し
に

く
く
な
っ
た
た
め
、
人
々
が

郊
外
の
農
家
に
自
家
製
ワ
イ

ン
を
買
い
出
し
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
る
。
一
七
八
四
年

に
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
が
ウ
ィ
ー

ン
の
農
家
に
販
売
許
可
を
発

令
し
て
以
来
、
そ
の
年
の
新
酒
を
販
売

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
市

内
に
ブ
ド
ウ
畑
が
存
在
す
る
世
界
唯
一

の
首
都
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　

一
方
、
京
都
の
伏
見
は
、
万
葉
の
昔

か
ら
水
が
豊
か
な
地
で
あ
り
、
平
安
京

で
は
朝
廷
の
酒
を
つ
く
る
造
酒
司
（
さ

け
の
つ
か
さ
）
が
設
け
ら
れ
、
酒
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
り
城
下
町
と
し
て
整
備

さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
京
と
大
坂
を
結

ぶ
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
良
質
で
豊
富

な
地
下
水
を
使
っ
た
酒
づ
く
り
が
発
展

し
た
。
日
本
酒
の
蔵
元
は
減
り
つ
つ
あ

る
が
、
京
都
に
は
伏
見
の
二
四
を
始
め

全
二
七
の
蔵
元
が
あ
り
、
市
レ
ベ
ル
で

は
断
ト
ツ
で
あ
る
。
両
市
の
銘
酒
は
歴

史
的
に
皇
帝
・
皇
室
と
関
連
が
深
く
、

そ
の
料
理
と
と
も
に
市
民
や
観
光
客
に

大
き
な
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時

に
は
家
族
や
仲
間
と
よ
く
ホ
イ
リ
ゲ
で

食
事
を
楽
し
ん
だ
。
市
内
北
の
ハ
イ
リ

ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

が
一
時
住
ん
で
い
た
家
が
ホ
イ
リ
ゲ
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
英
雄
の
一
部

を
こ
こ
で
作
曲
し
た
と
言
う
が
、
そ
の

ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ 文化遺産：記念財の日 ■
『ヨーロッパ文化遺産の日』の一環としてオーストリアでも９月３０日に『記念財の日』
が開催される。ウィーンではアンナ劇場、楽友協会、オーストリア技術建築家協会、
ノヴォマティック・フォールム（旧オーストリア交通公社）、セセッションのベートー
ヴェンフリース、パピルス博物館、エスペラント博物館、地球儀博物館、王宮の皇
帝フランツ２世逝去の部屋、皇帝のワインケラー、王宮礼拝堂と天井、古代ローマ
博物館、国立図書館の修復研究所、ミヒャエル広場の遺跡、古文書資料館、ドイチュ
マイスター宮、ブリッジ・クラブ、ドイツ騎士団館の宝物室、カプツィーナ教会の
マリア・テレージア墓所、ナイトハルト・フレスコ、アウガルテン磁器博物館、ホテル・
ダニエル（旧ホフマン・ラ・ロシュ社）、聖エリーザベト病院の薬局、フランス大使館、
ライムグルーベのベートーヴェン住居、ゼーガッセのユダヤ人墓地、ハイミト・フォン・
ドーデラーの散歩道、ヨゼフィーヌム医学史コレクション、フーゴー・マイスル記念室、
ファヴォリーテンの給水塔、ヴィーナーベルクの貯水池、カイザーエーベルスドルフ
の鍛冶屋、ノイゲボイデ城、ヘッツェンドルフ城の中国の部屋、クリムトのアトリエ、
シェーンブルン宮殿の「美しい泉」、パウリーネン監視塔、カール・マルクス・ホー
フの洗濯室、ヌスドルフのベートーヴェンハウス、ツァハール工場、マウアーバッハ・
カルタウゼが無料公開される。ガイドツアー参加には予約が必要な場合もある。

政府事故調 最終報告書提出式

Ⓒ 首相官邸

■ 動物祭 Donauinsel ■

皇帝のワインケラー

ドナウ川に作られた人工の
島『ドナウインゼル』では
多くのイヴェントが開催さ
れている。ウィーン市主催

『動物のフェスティヴァル』
では動物愛護や飼い方、都
市における動物の正しいし
つけなどについての情報提
供、ラクダ乗りやポニー乗
馬、犬の競走「ドッギング」、
羊毛刈りの見学などの他、
動物に迷惑をかけない音量
でのライヴ音楽会も開催。
９月 14 日 9:00-18:00 ＆
９月 15 日 10:00-18:00
Donauinsel, U6-Bahnbrücke


